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海 老 名 眞 理 子

「
聖
公
会
は
異
端
で
す
。
あ
な
た
は
改
宗
し
て
カ

ト
リ
ッ
ク
に
戻
り
な
さ
い
」

　
50
年
程
前
、
今
思
え
ば
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
が
開
か
れ
た
こ
ろ
、
私
は
父
の
転
勤
先
の
北

九
州
小
倉
に
居
て
、
小
中
高
一
貫

の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
に
通
う
中

学
生
で
し
た
。
学
校
で
は
週
１
回

「
公
教
要
理
」
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。
中
３
の
あ
る
授
業
の
中
で

ロ
ザ
リ
オ
に
つ
い
て
「
な
ぜ
主
の

祈
り
よ
り[

め
で
た
し]

を
こ
ん
な

に
多
く
唱
え
る
の
で
す
か
」
と
質

問
し
た
私
へ
の
メ
ー
ル
（
マ
ザ

ー
）
の
お
答
え
が
冒
頭
の
言
葉
で

し
た
。
15
歳
の
私
に
は
、
聖
公
会

と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
違
い
も
何
が
異

端
な
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
父
母
の

代
か
ら
聖
公
会
の
家
庭
で
平
和
に
、
の
ほ
ほ
ん

と
過
ご
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は

衝
撃
で
あ
り
そ
の
後
の
進
路
を
決
定
づ
け
ま
し

た
。
聖
公
会
の
学
校
に
行
き
た
い
と
い
う
私
の

願
い
を
神
様
は
聞
き
入
れ
て
下
さ
り
、
私
は
ひ

と
り
帰
京
し
て
立
教
女
学
院
に
入
り
、
大
学
で

は
キ
リ
ス
ト
教
学
科
に
進
む
幸
い
を
得

ま
し
た
。
ど
こ
か
気
ま
ず
い
別
れ
だ
っ

た
に
も
拘
ら
ず
、
メ
ー
ル
が
上
京
の
折

に
は
、
大
学
で
の
私
の
学
び
に
つ
い
て

に
こ
に
こ
と
聴
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
メ
ー
ル
も
今
は
な
く
、
時
の
流
れ

を
感
じ
ま
す
。

　
今
、
主
日
の
聖
餐
式
の
中
で
全
公
会
の

為
に
祈
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
共
同
訳
の

主
の
祈
り
を
捧
げ
る
時
、
ふ
と
あ
の
「
公

教
要
理
」
の
授
業
が
甦
え
り
ま
す
。
こ
の

60
余
年
神
様
は
昔
も
今
も
私
と
共
に
い
て

下
さ
り
、
深
い
憐
れ
み
を
も
っ
て
こ
の
拙
い
土
の

器
の
私
を
み
守
り
導
い
て
下
さ
る
こ
と
に
唯
々
感

謝
で
す
。
　    

　
　
（
八
王
子
復
活
教
会
信
徒
）
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　７（日）顕現後第５主日

　９（火）銀座朝祷会

人権委員会（聖バルナバ）

１０（水）多摩Ｇ牧師協議会

教区幼保懇談会

１１（木）日本聖公会組織成立記念日

１２（金）広報委員会

１３（土）人権：日の丸・君が代「祈

りの会」（聖バルナバ）

１４（日）大斎節前主日

１５（月）常置委員会

ハラスメント防止委員会

１６（火）月島・準備室

聖職養成委員会

１７（水）大斎始日

下町Ｇ大斎始日礼拝

下町Ｇ牧師協議会

１８（木）城南Ｇ牧師協議会

１９（金）礼拝音楽委員会

２０（土）「主教職について学ぶ」

第 110（臨時）教区会

今週・来週 の 予 定

　２月７日～２０日

◇
２
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
「
信
教
の
自
由
」
を
抑
圧
さ
れ
て

い
る
人
々
の
た
め
（
２
・
11
に
近
い

主
日
）
▽
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発

の
日
（
大
斎
節
前
主
日
の
１
週

前
）
▽
東
京
教
区
神
学
生
の
た
め

（
大
斎
節
第
１
主
日
）
▽
聖
公
会
生

野
セ
ン
タ
ー
た
め
（
３
・
１
に
近
い

主
日
）
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
の
た
め

▽
平
和
を
実
現
す
る
キ
リ
ス
ト
者

ネ
ッ
ト
の
働
き
の
た
め
▽
聖
公
会

平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め

◇
委
員
長
人
事
（
１
月
１
日
付
、
任

期
11
年
12
月
31
日
）
　[

常
設
委
員

会]
 

聖
職
養
成
＝
吉
松
英
美
　[

信

仰
と
生
活
委
員
会]

＝
司
祭 

宮
﨑 

光

　[

正
義
と
平
和
協
議
会]

＝
司
祭

前
田
良
彦

◇
中
部
教
区
主
教
按
手
式
・
就
任
式

11
日(

木
・
休)

、
同
教
区
司
祭
渋
澤
一

郎
師
の
主
教
按
手
式
な
ら
び
に
就
任

式
が
行
わ
れ
、
東
京
か
ら
常
置
委
員

長
・
大
畑
喜
道
司
祭
が
参
列
す
る
。

◇
「
主
教
職
に
つ
い
て
学
ぶ
」

教
区
主
教
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
に
あ

た
り
、時
報
１
月
24
日
号
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
で
既
報
の
通
り
、２
月
20
日

(

土
・
臨
時
教
区
会
開
催
日)

、
10
時

半
か
ら
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

で
、
前
東
北
教
区
主
教
佐
藤
忠
男
師

の
お
話
を
伺
い
、｢

主
教
職｣

に
つ
い
て

学
び
を
深
め
る
。

　
▽
２
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
12

日
（
金
）
、
野
田
美
香
　
＊
神
田
キ
リ

ス
ト
＝
17
日
（
水
）
、
和
田
純
子
。
い

ず
れ
も
12
時
20
分
か
ら
30
分
程
度
、

入
場
無
料
。＊
聖
テ
モ
テ
は
休
演
。　

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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１
月
30
日
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖

堂
で
司
祭
按
手
式
が
廣
田
勝
一
管
理
主

教
司
式
、
竹
内
謙
太
郎
司
祭
説
教
に
よ

り
執
行
さ
れ
、
教
区
内
外
の
参
列
者
の

臨
証
と
、
教
区
合
同
聖
歌
隊
奉
唱
の

も
と
一
人
の
司
祭
が
誕
生
し
た
。

◇
司
祭
職
に
叙
任
さ
れ
て

　 

司
祭
　
卓
　
志
雄
（
タ
ク 
ジ
ウ
ン
）

　
人
々
は
司
祭
を
評
価
す
る
時
、
積

極
的
だ
、
人
が
良
い
、
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
、
説
教
が
感
動
的
、
勉
強
家

だ
、
な
ど
と
言
う
。
し
か
し｢

あ
の
先

生
は
常
に
祈
る
司
祭
だ
」
と
い
う
話
は

あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
司
祭
に

お
け
る｢

祈
り｣

と
い
う
の
は
、
神
様

は
私
に
と
っ
て
絶
対
必
要
な
存
在
で
あ

り
、
我
が
救
い
、
我
が
命
、
我
が
愛
、

我
の
全
て
で
あ
る
こ
と
を
知
性
で
理
解

し
、
口
で
宣
べ
伝
え
、
心
で
信
じ
る
こ

と
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
司
祭
の
真

の
働
き
を
可
能
に
す
る
原
動
力
で
あ
ろ

う
。
司
祭
に
お
け
る
権
威
は
人
間
的
な

部
分
か
ら
成
る
も
の
で
は
な
く
、
神
様

と
の
対
話
で
あ
る｢

祈
り｣

か
ら
自
然

に
成
る
も
の
で
は
な
い
か
。
主
に
従

い
、
全
て
の
人
の
全
て
に
な
り
、
自
分

を
徹
底
的
に
捧
げ
る
生
は
、
弱
い
人
間

の
限
界
を
超
え
る
要
求
で
あ
り
人
間
の

力
で
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
「
祈

り
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
神
様
の
働
き
に

参
与
す
る
こ
と
も
、
真
の
司
祭
の
働
き

も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。｢

祈

り｣
に
よ
ら
な
い
牧
会
は
た
だ
牧
会
の

真
似
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
か
ら
は
「
祈
る
司
祭
」
と
し
て
弱
い

人
間
で
あ
り
な
が
ら
も
キ
リ
ス
ト
に
あ

や
か
り
た
い
。
絶
え
ず
祈
り
な
が
ら
パ

ウ
ロ
の
言
葉
を
常
に
心
に
留
め
た
い
。

｢

わ
た
し
を
強
め
て
く
だ
さ
る
方
の
お

陰
で
、
わ
た
し
に
は
す
べ
て
が
可
能
で

す(

フ
ィ
リ
ピ
４
・
13)｣

。

　
…
先
日
行
わ
れ
た
聖
職
按
手
式
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ま
た
お
祈
り
を
も
っ

て
お
支
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 

（
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
副
牧
師
）

正
義
と
平
和
協
議
会

運
営
委
員
会
報
告
　
（
１
月
22
日
）

＊
委
員
は
５
名
で
、
さ
ら
に
２
名
選

出
予
定
。

＊
プ
レ
宣
教
協
議
会(

８
月)

の
宣
教

主
事
報
告
と
情
報
交
換
。

＊ 

管
区
正
義
と
平
和
委
員
会
が
韓
国

訪
問
を
検
討
中
な
ど
議
長
報
告
。

＊ 

聖
公
会｢

正
義
と
平
和｣

声
明
決
議

集
を
順
次
発
行
す
る
。

＊
協
議
会
団
体
会
員
の
各
活
動
に
対

す
る
支
援
、
給
食
活
動
へ
の
注
目
。

＊｢

正
義
と
平
和
協
議
会
便
り｣

発
行
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
38

　
正
義
と
平
和
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
12
月
５
日(

土)

13
時
よ
り
正
義

と
平
和
協
議
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
命
を
つ
な
ぐ
働
き
を
め
ざ
し
て

～
私
た
ち
は
な
ぜ
野
宿
者
支
援
活
動

に
入
っ
た
の
か
～
」
が
浅
草
聖
ヨ
ハ

ネ
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。
副
題
に
あ

る
と
お
り
笹
島
、
釜
ヶ
崎
、
東
京
と

各
地
で
野
宿
者
・
生
活
困
窮
者
の
支

援
を
し
て
い
る
日
本
聖
公
会
の
関
係

者
３
名
が
発
題
者
と
な
っ
た
。

　
発
題
者
か
ら
「
野
宿
者
・
ホ
ー
ム

レ
ス
」
で
は
な
く
「
失
業
者
」
で
あ

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
必
要
と

な
る
の
は
自
立
し
て
い
く
た
め
の
援

助
で
あ
り
給
食
活
動
や
夜
回
り
を
す

る
こ
と
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は

な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
行
政
に
よ
っ
て
、
居
所
を
封
鎖
さ

れ
た
現
場
や
酔
っ
た
会
社
員
に
寝
込

み
を
襲
わ
れ
て
命
を
落
と
し
た
状
況

な
ど
野
宿
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
々
の

生
活
の
実
際
が
写
真
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
、
思
い
が
分
か
ち
合
わ
れ
た
。

　
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
日
曜
給
食

に
つ
い
て
は
「
教
会
の
外
に
出
て
い

な
い
活
動
。
普
通
の
教
会
が
教
会
の

働
き
と
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と
」
と

報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
笹
島
の
あ
る
中
部
教
区
で

は
野
宿
者
支
援
の
中
心
を
担
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
事
務
局
が
教
区
事
務
所
に
置
か

れ
、
市
内
の
教
会
が
他
教
派
や
市
民

団
体
と
共
に
協
働
し
て
い
る
姿
も
紹

介
さ
れ
た
。

　
発
言
の
中
で
興
味
深
か
っ
た
の
は

「
現
在
の
教
会
は
そ
の
働
き
が
単
純

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
問
い
か
け
で
あ
っ
た
。
宣
教
の

当
初
、
病
院
・
学
校
を
始
め
社
会
的

な
働
き
の
中
核
を
教
会
が
担
っ
て
い

た
の
に
対
し
、
現
在
は
「
内
輪
だ
け

の
平
和
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
的

な
働
き
」
を
教
会
が
す
る
べ
き
で
は

な
い
と
の
声
に
対
し
て
「
命
に
関
す

る
問
題
に
教
会
は
関
心
を
持
た
な
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
の
問
い
を
逆
に
受

け
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
、
ど
の

様
に
応
答
し
て
い
く
の
か
は
今
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
が
課
題
に
し
て
い

く
こ
と
な
の
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
い
思
い
が
語
ら
れ

予
定
の
時
間
を
越
え
て
終
了
し
た
。

　
　
正
義
と
平
和
協
議
会 

前
議
長

　
　
　
　
司
祭
　
須 

賀 

義 

和


